「南丹地域資源循環型畜産の確立のための提案書」

を作成しました。
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１．提案書作成の趣旨
南丹地域（亀岡市、南丹市、京丹波町）は、農業産出額の約４５％を畜産が占める畜産の主産地であり、その畜産経営形態は、養豚・養鶏等では法人化が進み、酪農や肉用牛肥育経営等では後継者層への経営継承が進みつつあるなど、今後とも維持・発展が見込まれます。
　一方、近年、経営規模が拡大し、もっぱら輸入飼料に依存した畜産経営が多くなり、地域農業との関係性が希薄化している中で、畜産経営から排出されるふん尿から生産された堆肥の地域農業における活用が課題となっています。
　そこで、南丹広域振興局では、資源循環を重視した畜産経営が確立され、地域の農業者や消費者とともに畜産が発展することができるよう、『南丹地域資源循環型畜産の確立協議会』を開催し、畜産堆肥を利用した自給飼料生産の進め方や地域農業の中で堆肥の有効利用の方法を検討し、提案書として取りまとめました。
２．南丹地域の畜産と農業の現状
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・南丹地域の農業産出額は、約１４１　億円です。うち、畜産物の産出額は、約６３億円で、約４５％を占めています。

・特に、京丹波町においては、農業産出額の約５７％が畜産物です。
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・南丹地域（亀岡市、南丹市、京丹波町）には、約１５０戸の畜産農家があります。（養鶏は１，０００羽以上飼育している経営を畜産農家としています。） 
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・南丹地域の約１５０戸の畜産農家（経営体）の法人化の状況は、養鶏４６％、養豚１２％等となっています。
・また、その法人経営体で飼養される家畜の占有率は、養鶏８５％、養豚７８％、肉用牛（主に肥育）４９％と、畜産においては、法人化が進んでいます。

３．南丹地域の畜産の抱える課題
（１）ふん尿の発生量
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・１年間に家畜が排せつするふんと尿を耕地面積で割り戻した場合、全国平均値は１ヘクタール当たり１８．４トンになります。
・京都府全体では８．５トン、南丹地域では２０．９トンと全国平均値並の数値です。

・地域的には、旧丹波町や旧八木町が多くなっており、地域的な偏りがあります。

・一方、大規模養鶏事業者の中には、広域な肥料業者等に販売している事例もあります。

（２）飼料自給率

・南丹地域での飼料生産量は少なく、平成１８年度の作付面積６３．１haから計算した自給飼料生産量は３７８TDNトンと、南丹地域で飼養される牛の必要量の約１．９％となっています。
・従って、牛に限って見ても約９８％の飼料が、他地域から持ち込まれており、養鶏や養豚を含むと飼料の自給率は、更に低いと思われます。

４．これまでの取組
（１）堆肥センターの調査と堆肥センター連絡会の開催
・南丹地域の家畜排せつ物のうち約４分の３は、いわゆる堆肥センターといわれる
１７の施設で堆肥化されており、資源循環型畜産を確立する上での核となっています。
・協議会では、南丹地域の畜産堆肥の動向を把握するため、各堆肥センターに聞き取り調査を実施しました。その結果、堆肥センターでの堆肥の年間生産量は約４万トンと推定され、その約４割は地元以外の市町へ出荷されていました。
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・一方、それぞれの堆肥センターにおいては、堆肥の品質向上や販売先の確保等、課題があることが判明しましたので、堆肥センター連絡会を開催し、施設相互の情報共有や連携強化を図りました。
（２）自給飼料生産の実証（トウモロコシ・飼料イネ）
・堆肥を利用した自給飼料生産は、資源循環型畜産の根幹であるにもかかわらず、近年、生産が低調であることから、自給飼料生産の重要性を畜産農家や耕種農家に再認識をしてもらうため、京丹波町の酪農家組織と関係機関の協力により生産実証を行いました。
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（３）農業公社と畜産農家の連携による稲わら収集実証
　・京丹波町和知地域において、農業公社・和牛肥育法人・稲作農家の連携を進め、約１０ヘクタールの水田で、稲わら収集と堆肥還元の取組を実施しました。

　・水田の排水の問題や稲わら収集の作業効率の課題もありましたが、今後、課題を解決しながら取組を拡大していきます。


[image: image3]
（４）飼料米生産・利用に係る事例調査及び検討
　　・飼料米は、エネルギー含量の高い穀実を利用することから飼料自給率の向上に有効です。

　　・また、堆肥の活用や水田地帯である南丹地域での生産に適していることから、飼料米生産・利用の先進地を調査するとともに、南丹地域における生産の可能性や方向性について協議を行いました。
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（５）食品残さ賦存量調査の実施

・エコフィードの利活用を進めるため、
南丹地域の食品加工業者を中心に、食品
残さの賦存量調査を実施しました。
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５．提案するプラン

[image: image4]
（１）堆肥の活用
　家畜ふん尿を十分に発酵させた堆肥は、土壌の物理的性質や化学的性質を改善し、作物の生産力を向上させる貴重な資源です。

堆肥を各作物ごとの施用基準に近い量を施用することにより、肥料成分の代替効果が得られ、この代替量に相当する化学肥料のコストを低減することができます。

· 堆肥センターの有効活用と堆肥センター間の有機的連携
地域に設置された堆肥センターでは、畜産農家から集めた家畜ふん尿の堆肥化を行っていますが、その原料（家畜の種類）や堆肥化の方法等によって、それぞれ製品には特徴があります。また、販売先も地域内や地域外と様々で、また、府外や地域外から堆肥を 購入している耕種農家もあり、堆肥の流通が錯綜しているのが実態です。

このため、堆肥センター間の連携を強化し、堆肥化のノウハウの共有を図るとともに、場合によっては、堆肥センターごとの堆肥の特徴に応じて、堆肥等の融通を図るなどにより、南丹地域で生産された堆肥を南丹地域で活用できる体制を整備することが重要です。

家畜ふん尿を堆肥センターに持ち込む畜産農家は、堆肥センターで十分に堆肥化できるよう、ふん尿の水分調整を十分に行うなど、堆肥の利用者も考慮した協力が必要であるほか、堆肥を自家利用できるような体制整備も不可欠です。

· 有機農業をはじめとした環境に優しい農業の推進
関係者や関係機関が一体となって、環境負荷の低減に配慮し持続可能な農業に取り組むエコファーマーの活動や、『園部れんげ米』をはじめとする化学肥料を半減させた特別栽培米の生産を、既存施策も活用しながら支援・拡大することにより、堆肥の利用促進を図ることが重要です。
また、『美山農産物認証制度』等の環境に優しい農業の先進事例を参考として、おおむね市町を単位とし、堆肥利用を行った農産物の販売支援制度の創設を検討する必要があります。
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（２）自給飼料生産
自給飼料生産は、環境負荷を低減させた資源循環型畜産の柱です。
　　輸入や移入飼料を利用して畜産経営を行い、堆肥のみを農業生産に活用しても、一方方向の物質の流れとなり、結果的に南丹地域に強い環境負荷が加わることになります。
　　自給飼料生産にはコストがかかりますが、行政も支援する中で、農業公社を含めた耕種と畜産がうまく連携し、農地の有効活用を図りながら自給飼料生産を行うことにより、コスト低減を図ることが重要です。

　　また、自給飼料を利用して生産された畜産物については、環境負荷の少ない畜産物として、南丹地域をはじめとする消費者への理解促進を図ることや販売支援制度の検討を行うことも考えなければなりません。

· 飼料用トウモロコシ
飼料用トウモロコシは、土地生産性の高い作物であり、栄養価が高く、乳牛の飼料に最適ですが、畜産農家の規模拡大による労働力不足やサイレージ調製が重労働であることから、現在、南丹地域における作付は皆無に近い状態です。
　　近年、飼料用トウモロコシサイレージの調製作業を一変させる「細断型ロールベーラー」という機械が開発されました。

　　従来の収穫調製作業に比較して、収穫調製作業が２名と少人数で可能であるほか、サイロ詰めの重労働からも解放され、高密度な細断された良質サイレージの生産が可能です。

　　排水が良く、獣害に遭いにくいほ場を選定するとともに、雑草防除も適切に行い、堆肥を十分に活用して生産しましょう。

· 飼料イネ（イネホールクロップサイレージ）

飼料イネは、水稲の茎葉部分と子実をともに活用できることから、乳牛や肥育牛に活用できる栄養価の高い飼料です。
　　多収性の水稲を活用することから、農業公社を含む耕種農家での栽培が可能であるほか、水田の団地化や保有している水稲用農機具の有効利用、堆肥の活用等の観点からも、耕種と畜産が密接に連携して取り組むことが重要です。

　　水田地帯である南丹地域においては、飼料米とともに、水田における主食用米の生産調整の一環として、国の助成制度も活用しながら推進し、行政・農業団体等が主体となって生産・利用の仕組みづくりを行う必要があります。

· 飼料米
飼料米は、その子実（米粒）を利用することから、輸入トウモロコシに替わって国内で生産できる飼料用の穀物として注目されており、その栄養価もほぼ同等で、家きん・家畜に広く活用することが可能です。
　　また、飼料米は、既存の水稲と同様の栽培管理が可能であること、農機具についても新たな投資がいらないこと等のメリットもあり、堆肥の活用等の観点や食料自給率向上の観点からも、耕畜連携により積極的に取り組むことが望まれます。

　　一方、生産コストと飼料としての価格との間には、かなりの開きがあることから、コメの生産調整に係る国の助成制度も活用しながら、直播、立ち毛乾燥技術、堆肥の積極的利用、適切な雑草防除、稲わらの利用等により、コスト低減や収益性の向上等を図るとともに、生産・利用・販売の仕組みづくりに対して、行政、農業団体、消費者団体等が支援することも重要です。
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· 稲わら
稲わらは、京都肉や亀岡牛など、南丹管内の和牛肥育を支える貴重な粗飼料ですが、その大半を輸入に頼っています。今後は、市町等が仲介することにより農業公社と畜産農家の連携を進め、稲わらと堆肥の交換や結束機付きコンバイン・ロールベーラーの導入等により、積極的な生産・利用を図りましょう。
· エコフィード
食品残さの飼料化（エコフィード）は、穀物飼料の９０％を海外に依存している現状の中、自給率向上、資源循環型社会の構築、飼料費の低減等の効果が期待されます。
　　平成１９年度の食品リサイクル法の改正により平成２４年度までの再生利用目標が
８５％（食品製造業）に設定されるなど、再生に向けた関心も高まりつつあり、また、飼料化の技術も確立されてきています。

　　南丹地域においても、和菓子製造業、大豆製品製造業等、多数の食品製造業が立地しており、今後、市町の枠を越えた飼料化や利用の仕組みづくりを行っていく必要があります。
（３）今後の展開方向
　
今後、消費者団体等からも協議に参画いただき、資源循環型畜産や農業に対する消費者理解の促進や安定的な販売の手法を検討するとともに、資源循環型畜産や農業の具体的な取組の実証の実施・普及を図ります。

· 消費者理解の促進
　　資源循環型畜産や資源循環型農業で生産された農・畜産物は、コストアップが避けられないことが多いことから、資源循環型畜産や資源循環型農業が南丹地域の環境を守ることについての消費者理解の促進や安定的な販売の仕組みの構築を検討していきます。
· 各市町・地域での実証的取組の実施
　　未利用水田を利用した飼料米の生産・利用や稲わらと堆肥交換の取組等、市町や地域単位の実証的取組を実施・普及することにより、自立した組織や取組を育成していきます。

南丹地域資源循環型畜産の確立協議会の委員及び検討経過

	委員氏名
	所属等
	備考

	石田紀郎
	京都学園大学バイオ環境学部教授 
	座　　長

	上田利之
	南丹市農林商工部農政課長
	２０年度

	榎川善久
	京都農業協同組合営農部企画営農課長
	 

	岡本鎌次
	農業者（耕種農家）
	 

	北側　勉
	農業者（養豚農家）
	 

	北川政幸
	京都大学大学院農学研究科附属牧場准教授
	 

	神田　衛
	南丹市農林商工部農政課長
	１９年度

	杉山　明
	農業者（酪農家）
	 

	中川悦光
	（財）八木町農業公社事務局長
	 

	船越　卓
	亀岡市経済部農政課長
	 

	山田　進
	京丹波町産業振興課長
	 

	山田秀和
	京都府立大学大学院生命環境科学研究科教授
	 


第１回協議会　平成１９年７月２７日開催
　　　　　　　 協議事項：飼料に関すること。農産物に関すること。堆肥に関すること等。

第２回協議会　平成１９年１１月２７日開催

　　　　　　　 協議事項：堆肥の施用に関すること。・堆肥の流通に関すること。・堆肥センターに関すること。

第３回協議会　平成２０年３月４日開催

　　　　　　　 協議事項：稲わら収集に関すること。トウモロコシサイレージ生産実証に関すること。エコフィードに関すること。等。

第４回協議会　平成２０年６月３０日開催

　　　　　　　 協議事項：飼料米生産に関すること。

第５回協議会　平成２０年１１月２１日開催

　　　　　　　 協議事項：資源循環型農業の方向性に関すること。

第６回協議会　平成２１年２月（予定）

　　　　　　　 協議事項：資源循環型畜産の提案書に関すること。
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１　実証ほの設置場所


　　京丹波町富田地区及び下山地区


２　実証作物、実証面積及び実証に係る作業


　　飼料用トウモロコシ　約２．７㌶　5/27～6/7播種、9/4～9/5収穫・調製


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コーンハーベスター・細断型ロールベーラー利用）


　　飼料用イネ　　　　　約０．６㌶　6/12播種、9/4～9/5収穫・調製


　　　　　　　　　　　　※その他、鳥獣害防止柵設置、畦畔草刈り等を実施


３　実証の内容


（１）作業性


（２）生産性・・・・・収量、給与実証（飼料としての効果）等


（３）経済性・・・・・生産コストと購入飼料価格との比較


（４）堆肥の利用性・・化学肥料を使わない生産による土壌成分分析、生産した作物の成分分析





堆肥利用や自給飼料生産により、南丹地域の資源循環を進め、環境負荷を減らした持続的な畜産経営を、地域の皆さんとともに確立させましょう！
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飼料米給与の影響（主な研究報告）


・肥育牛、肥育豚、肉用鶏で食肉中のオレイン酸が増加（品質向上）


・肥育牛、肥育豚、肉用鶏で増体が向上


・採卵鶏で給与割合が高くなると卵黄色が低下





畜産農家のメリット


・栄養価が高く、嗜好性も良好


・堆肥の活用が可能で、耕畜連携の要になる


・国産飼料の利用を消費者にアピールできる





稲作農家のメリット


・排水不良田でも栽培可能


・通常の稲作と同じ栽培管理


・米の生産調整となり、助成制度が活用できる


・麦・大豆の連作障害回避





南丹地域資源循環型畜産の確立協議会　石田座長





　　日々増加する世界人口が８０億人に達するのが間近になっているにも関わらず、我が国の農業・食糧政策は改まる気配がない。食料自給率が未だ低下傾向にあり、最低のレベルを更新している。自給率の低下は食糧安全保障の問題として語られることが多く、それ自体を否定するものではないが、それ以上に次の二つの問題が重要と考えている。


　　まず、自給率の低下は、農業技術の喪失を伴っていることである。農業生産を高めているのは、全国一律の技術ではなく、地域ごとの風土に合わせて切り開いてきた、地域ごとの農民の技術である。地域の農業が衰退することは、それぞれの地域ごとの農業技術が失われること意味する。一旦、失われた技術は、次世代に伝えられることも、復活することも困難となる。農業と農村をこれ以上衰退させない動きを、地域ごとに起こす必要がある。


　　さらに、自給率低下は、我が国の環境を悪化させていることである。海外から輸入される食糧、飼料に含まれる栄養素、特に窒素は我が国の農地内循環量をはるかに超える量となっている。有り余る窒素を河川から海洋に流すことで、当面のつじつまを合わせようとしてきたが、河川水質の汚濁は日常的なものとなっている。


　　自給率の低下を一面的にみることなく、技術や環境問題としも把握し、対処する政策と行動が必要である。かかる視点から、本協議会が議論を重ねてきた地域資源循環型畜産の確立に向けた技術開発と耕畜連携のあり方の模索はきわめて現在的課題である。 





南丹地域資源循環型畜産の確立協議会


事務局：京都府南丹広域振興局農林商工部


〒621-0851　亀岡市荒塚町１丁目４番１号


電　話　0771-22-0371


ＦＡＸ　0771-21-0118





南丹地域の家畜排せつ物量





南丹地域の家畜排せつ物量
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畜産農家戸数と家畜頭羽数

１９年２月京都府調査

南丹

		戸　数		頭　羽　数

		乳用牛		６０  		成牛　　２，７０９

		肉用牛		５７		子牛を除く　　４，９０６

		養　豚		１２		１０，９２８

		養　鶏
（１，０００羽以上）		２６		８２８，３５１
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畜産経営体の法人化

１８年度南丹広域振興局調査

南丹

		経営
体数		法　　人  　(占有率％）

		経営体数		頭羽数

		乳用牛		６０		２（　３）		316( 12)

		肉用牛		５７		６（１２）		2,611(66)

		養　豚		１２		４（１２）		7,800(78)

		養　鶏		２６		１２（４６）		592,830(85)
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 南丹地域の先進事例

　　　　～美山農産物認証制度～



○　制度の概要

　　　美山町内において、原則として１筆を単位に、施肥や防除

　　に応じて圃場を認証し、当該圃場で生産された農産物に認証

　　マークを添付して販売する。

○　認証基準

　　　Ａ規準栽培指針・・・金マーク

　　　　　化学肥料不使用、耕種的・物理的・生物的防除

　　　Ｂ規準栽培指針・・・銀マーク

　　　　　減化学肥料、低農薬栽培

○　認証機関

　　　美山農産物認証推進協議会

○　実績

            １９年度　認証野菜農家　２８戸

　　　　　　　　 認証野菜の販売額　約６，５００千円

　　　　

　　　　　　



　

　　資源循環
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南丹地域の農業産出額（18年度）

単位：億円

農林水産省調査

南丹

		計		米		野菜		畜産

		京都府		７１０		１９１		２４８		１２３

		南　丹		１４１		５０		２０		６３

		亀岡市		５４		２１		９		２２

		南丹市		５０		１８		８		２１

		京丹波町		３７		１０		４		２１




































